
受賞講演

ピースメーカーとしての共同作業

フィリップ・A・ポッタ一博士

第 4 回「庭野平和賞」受賞者に私が選ばれましたことを、深

い栄誉と考えております。庭野平和財団は、そのきわめて仏教

的考え方から、私を含めてこれまで 3 人のキリスト教徒に「平

和賞」を与えておられます。仏教一一特に日本に見られる形の

仏教、中でも立正佼成会に代表される形の仏教は、普遍的な視

野を有し、万物の本性である生命(いのち)はそれがいかなる

形態をとっていようとも、相互に関係し依存し合っていると説

いています。キリスト教もまたこの普遍性という特性を有して

おり、人間と人間の関係、人間と万物の関係を中心にすえると

いう特質を分かち持っております。私はこの「平和賞」を、仏

教徒とキリスト教徒とのあいだに高まりつつある対話のしるし

として、よろこんでお受けしたいと考えております。また私は、

、oikoumene"、すなわち、この「万物の住む地球」のすみずみ

にまで、正義と平和が行き亘り相互に関係し依存し合ったわれ

われの生活がそこに存するということを確信するものでありま

す。

この「平和」という名を冠した賞を私がいただくということ

は、いささか皮肉な感じもいたします。 1972年から 84年まで私

は、世界教会協議会 (WCC) の総幹事を務めておりましたが、

その問、マスコミからは絶えず、武力闘争、テロリスト、暴力

による体制破壊を支持する者、というように描かれておりまし

た。特に、私の生まれ育った被搾取第三世界においてはそうで

した。これについては私は、しばしば心の傷む思いもいたしま

したし、また、この私に与えられた誤ったイメージを正すとい

うことについては、私の仲間のキリスト者たちもほとんど有効

な手立てを打つことができなかったのではないかと思っており

ます。それだけになお、 2 月 14 日付の貴財団発行のプレスレリ

ースにもありましたように、この仏教精神を基盤とした財団が、

あの私に与えられたイメージの裏にあるものを探り、私の主張

せんとしていたことに何らかの理解を示してくださったという

ことが、ひとしお喜ばしく感じられます。

ここで皆様方のお許しをいただき、いささかの時間を割いて
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WorkingTogetherasPeace-makers

Message

AddressbytheRev.Dr.PhilipA.Potter
OnBeingAwardedthe 卜~iwano PeacePrize

Ifeeldeeplyprivilegedandhonouredtobethe

fourthrecipientoftheNiwanoPeacePrize.Inacharacｭ

teristicallyBuddhistway, theFoundationhasawarded
theprizeforthethirdtimetosomeonefromtheChrisｭ

tiantradition.Buddhism ,especiallytheformrepresentｭ
巴d inJapanandconspicuouslybytheRisshoKosei-kai ,

isuniversalinoutlookandteachesthatthefundamental

realityoflifeinallitsformsisrelationships.Chrisｭ

tianitysharesthesecharacteristicsofuniversalityand

thecentralityofrelationshipsbetweenpersonsand

betweenthemandcreation.Igladlyacceptthisprizeas

asignofthegrowingdialoguebetweenBuddhistsand

Christiansinaffirmingourinter-relatedlifeinjustice

andpeacethroughouttheoikoumene , thewholeinhabｭ
itedearth

ItissomewhatironicalthatIhavebeenawarded

thisprizeforPeace.DuringtheyearswhenIwas

GeneralSecretaryoftheWorldCouncilofChurches

(1972-1984) ,Iwasconstantlyportrayedinthemediaas
supportingarmedconflict, terroristsandtheviolent
overthrowofregimesparticularlyintheexploitedThird

WorldfromwhichIcome.Itwasoftenapainfulexperiｭ

enceforme, andIamafraidthatmyfellowChristians
didlittletocorrectthatimage.Itisallthemoregratifyｭ

ingthataBuddhistfoundationhasdecidedtogobehind

theimageandrecognisesomeofthethingsIstoodfor ,

aswasexpressedinthepressreleaseon14February

MayIcraveyourindulgencebysharingwithyoua

fewmomentsinmyownbiography?When,attheageof
sixteen, Imatriculatedfromsecondaryschoolinmy
islandhomeofDominicainthe 羽Test Indies, Ifollowed
otheryouthsinjoiningthevolunteerDefenceForce.But

itwasonlyforoneafternoon.Itsuddenlystruckme ,
whileonparade, thatIcouldnotconscientiouslyuse
armsagainstotherswhosharewithmeacommon
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私自身の生い立ちをお話ししたいと思います。 16歳の折、西イ

ンド諸島の故郷の島ドミニカで中学校入学を許された私は、ほ

かの若者たちの例にならって国防義勇軍に入隊いたしました。

しかし、この私の入隊は、わずか半日間で終わりました。とい

うのは、行進に参加しているうちに突然、私自身の中に、自分

の良心に従うならば、けっして自分と同じ人間性を有する他者

に対して武力を行使することなどできないだろうという思いが

襲ってきたからです。その後、私は私なりの奇妙なやり方で、

平和主義者となりました。私は、平和主義者の団体に加入した

ことはありませんし、人間の権利を守るため、また、内外から

の侵略に対して自分の国の統合や安寧を守るための最後の手段

として、良心に従って武器をとらざるを得なかった人たちより

自分が優れているなどとは考えたこともありません。私が固く

心に誓ったことというのは、虐げられた人たちとの団結を通じ、

また、非暴力的手段をもって、人間の尊厳、正義、平和の追求

に自分の人生を捧げるということでした。その当然の結果とし

て、政治的、人種的、社会経済的、文化的、そして宗教的な闘

争にかかわる多くの物議を醸し出す状況下に置かれることとな

りました。これは、私が、カリブ海地域をはじめとして、国際

的に人類同胞に奉仕する仕事についてきたこの40年近くのあい

だす、っと続いてきたことです。しかし私は、これについていさ

さかの後悔もしておりませんし、また今後も、人類の幸福を追

求する仕事に喜んでF自分の余生を捧げるつもりでおります。

いま一つ、記憶を呼びさましてお話ししたい体験が私にはあ

ります。それは、日本の人たちが決して忘れることのできない

目、すなわち、あの 1945年 8 月 6 日という日に私が体験したこ

とです。当時私は、ジャマイカの農村地域でワークキャンプに

参加し、コミュニティーセンターを建設する仕事に加わってお

りました。あの日の朝、私たちは祈りの時間に、イエス・キリ

ストの変容を語った一節を読んでおりました。キリストが、宗

教と政治の結託した権力によって十字架にかけられるべくエル

サレムに向かう前、三人の弟子と共に山上で深い祈りと膜想、に

ふけるくだりです。これによると、そのときキリストは、目の

前にはっきりと見えるように、いにしえの二人の人物との対話

を行ったと書かれてあります。この二人の人物というのは、一

人は、奴隷となっていたイスラエルの人々をエジプトから解放

した指導者であり、神のおきて、あるいは神の教えを伝えたモ

ーゼ、のことで、いま一人は、人々が政治や文化を都合のいいよ

うに解釈してっくりあげていた偶像に疑いを投げかけ、真の平

和をもたらす唯一のものとして、信仰と正義の道に人々を再び

導いた預言者、エリアです。言い伝えによると、このとき目を
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humanity.Ibecameapacifist,thoughap巴culiar one.I
haveneverjoinedanypacifistorganizationandhave

neverfeltsuperiortothosewhoinconsciencehavebeen

constrainedtotakeuparmsasalastresortinthe

defenceofhumanrightsortheintegrityandwelfareof

theirnationsagainstexternalorinternalaggressors

WhatIdidpledgetodowastodevotemylifeinthe

pursuitofhumandignity,justiceandpeaceinsolidarity
withtheoppressedandthroughnon-violentmeans.That

naturallyinvolvedmeinverycontroversialsituationsof

political, racial , socio-economic, culturalandreligious
conflictsduringthealmostfortyyearsthatIhavebeen

privilegedtoservemyfellowhumanbeingsinternationｭ

allyaswellasintheCaribbean.Ihaveneverregretted

it, andwillcontinuejoyfullytocommittherestofmy
lifetoworkforthewell-beingofhumanity

ThesecondexperienceIwouldliketoevokeisa

datewhichtheJapanesepeoplecanneverforget-6

August, 1945.Iwasparticipatinginaworkcampin
rural Jamaica, buildingacommunitycenter. That
morning, inourdevotions,wehadreadthestoryofthe
transfigurationofJesus.Hewasonamountainwith

threeofhisdisciplesinintenseprayerandreflection

beforegoingtoJerusalemwherehewouldbecrucified

bythecombinationofthereligiousandpoliticalauthorｭ

ities.Thestoryindicatesthathewasincommunionas

inavisionwithtwohistoricfiguresofold-Moses, the
leaderoftheslavepeopleofIsraelintofreedomfrom

EgyptandthegiveroftheLaworteachingofGod ,and

Elijah, theprophetwhochallengedtheidolswhichhis
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くらますような光が輝き、キリストの容ぽうが変わり、キリス

トの実体が、世界救済のために命を捧げるべくこの世に現れた

神の子であるととが明らかとされたとあります。この一節をこ

の日の朝、私たちは学んでいたのです。

さて、その日の夕刻のことです。作業を終えて帰ってきた私

たちは、あのニュースを聞きました。それは、自をくらますよ

うな光が広島の上空に輝き、何万人という人が殺され、不具に

されたと伝えていました。その後私は、長崎でも同じことが起

こったことを聞かされました。アジアの戦争を終わらせたもの

がこれだったのです。私たちは、この二つの出来事の不思議な

暗合に、雷に撃たれたようなショックを受けました。すなわち、

一方は、生命に対するキリストの強い確信、そして万物の生命

を守るキリストの自己犠牲の証としてキリストの身に起こった

出来事であり、一方は、キリスト教国である一国の大統領が、

戦争を早期に終わらせ生命を守るとの期待のもとに、キリスト

教徒がイエスの変容を祝うまさにその同じ日に、原子爆弾とい

う暗黒の光を爆発させることを決定したという事実です。この

体験は、それ以来私の心に住みつき、そして私に、それまで以

上に平和と正義のために働く決意を固めさせました。もっとも、

あのときの私には、この私の決意を試すどんな機会が待ち受け

ているのかは、まだまったく分かつておりませんでした。

私の第三の体験は、 1947年の 7 月、ノルウェーのオスロで開

かれた第 2 回世界キリスト教青年会議に参加したときのことで

す。との会議には、世界各国から 1 ， 300人の若者が参加しました

が、その多くは、互いに敵対する立場で第二次世界大戦に、直

接巻き込まれた若者たちでした。また、第三世界から参加した

若者たちの中には、政治的、人種的解放の戦いに加わっている

者も数多く見受けられました。しかし、この会議には、ある重

要な人たち、すなわち、日本からの代表が参加しておりません

でした。米占領軍が、日本の若いキリスト教徒の参加を許可し

なかったからです。これをいちばん残念がっていたのは中国の

代表たちです。このときの会議のテーマは、「イエス・キリスト

はわれらが主なり」というものでした。私たちはキリストが、

われわれの損なわれた人間性を分かち持ち、われわれが、われ

われの生を支配している争いや憎しみの一切を捨て神と和解し、

また、人間同士のあいだで和解し合うように十字架にかけられ

復活した方として、今でも生き続けているということを確認し

合いました。私たちは、日本の若いキリスト教徒のために、日

本の人たちのために、熱心な祈りを捧げました。まもなくして

私は世界教会協議会 (WCC) の青年部委員となり、また後には

委員長を務めましたが、この世界教会協議会は、キリス卜者が
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peoplehadadoptedoutofpoliticalandculturalexpediｭ

encyandwhopointedthepeoplebacktothewayof

holinessandrighteousnesswhichalonecouldbringthem

truepeace.Thestorysaysthattherewasablinding

lightwhichchangedthefaceofChristanddisclosedhis

truebeingastheSonofGodcalledtogivehislifeforthe

salvationoftheworld

Well ,intheeveningwhenwecamebackfromwork ,
welistenedtothenews.Ittoldofablindinglightwhich
shoneoverHiroshimaanddestroyedandmaimedthouｭ

sandsandthousandsofpeople.Welaterheardofthe

similarfateofNagasaki.ThatbroughtthewarinAsia

toanend.Wewerethunder-struckbythecoincidenceof

thesetwoevents-theexperienceofJesusasasignof

hisaffirmationoflifeandofhisself-sacrificeforthelife

oftheworld, andthedecisionbythePresidentofa
Christiannation, onthatverydaywhichChristians
celebrate, tounleashthelightofdarknessofatomic
bombsinthehopeofshorteningthewarandsaving

lives.Thisexperiencehashauntedmeeversinceand

madememoredetermindthanevertoworkforpeace

and justice, thoughatthetimeIneverknewwhat
opportunitiesIwouldhaveinwhichtotestthisdetermiｭ

natIOn.

ThethirdexperiencewasattheSecondWorld

ConferenceofChristianYouthatOslo , Norway,inJuly
1947.Wewere1,300 youngpeoplefromalloverthe
world.A largenumberamongushadbeendirectly

involvedintheSecondWorldWaronopposingsides

ManyofusfromtheThirdWorldwereinthestruggle

forpoliticalandracialliberation.Buttherewasone

importantdelegationmissing.ItwastheJapanesedele
gation.TheAmericanoccupyingpowerrefusedtoallow

theyoungChristianstocome.Noneregrettedthismore

thantheChinesedelegates.Weweremeetingunderthe

theme,“JesusChristisLord ぺ he whosharedourbroken
humanityandwhoispresentasthecrucifiedandrisen

onetoreconcileusalltoGodandtooneanotherfrom

alltheconflictsandhatredswhichdominateourlives

WeprayedferventlyforourJapanesefellowChristians

andfortheJapanesepeople.Iwasamemberandlater

chairpersonofthecommitteeoftheYouthDepartment

oftheWorldCouncilofChurcheswhichorganisedfor

severalyearsworkcampsinJapanandinEastAsiato

makeitpossibleforChristianstoliveoutthemessageof
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「回信による神への帰依」に従って生きていくことができます

ようにとの意図で、日本と東アジアで、数年間ワークキャンプ

を続けておりました。私が初めて日本を訪れましたのは 1955年

のことですが、これは、ほかでもなく、この WCC の青年部事務

局員として、また、世界各国のキリスト教徒からの日本の若者

に対するあいさつと連帯の意思を携えた者としての訪問でした。

以上の三つの体験は、私の人生と聖職者としての意識に深く

刻みこまれております。本日のこの集まりは、諸宗教聞の理解

と協力を通じて「真に平和的な社会を実現」し、「新しい世界共

同体を創造」するという庭野平和財団の目的を称えるためのも

のですが、私が心からの熱意をもってこの集まりに参加させて

いただいたのも、以上のような体験に根ざした強い意識に従つ

てのことであります。この機会を利用いたしまして、庭野日敬

総裁の偉業に対する、私自身ならびに世界の多くの人々の深い

感謝の念をお伝えしたいと思います。庭野師は、 1970年に京都

において第 l 回会議を聞いた世界宗教者平和会議 (WCRP) の

創設者の一人でもあり、また、その名にふさわしい庭野平和財

団の創設者であるばかりでなく、宗教の自由と世界平和の促進

につくしてこられた方です。

私が特に栄誉としておりますことは、国連によって「国際平

和年」に定められたこの年に、この「平和賞」の受賞者に選ば

れたことです。第二次世界大戦直後、すなわち、広島、長崎直

後に生まれた国連は、軍縮と平和に大きな重きを置いておりま

す。過去40年間、国連は戦争、軍備、平和、そして戦争の撲滅、

人間の尊厳と正義のもとでの人間の幸福、といった重要な問題

に取り組むための話し合いの場を提供してきております。しか

し、その一方では国連は、厳しい批判の攻撃にもさらされてお

り、その多面的な活動も、大国のカによって弱体化されつつあ

ります。とはいえ国連は、あらゆる園、あらゆる人々が、人類

の幸福のために発言の機会を得、そのカを結集することのでき

る公的機関として、存在を続けております。信何を持つ人たち

がこれまでこの国連を固く支持し、また、支持し続けているの

もこのためです。

世界教会協議会は、 1948年のその創設にあたり、戦争は神の

意思に反するものである、との力強い声明を出し、各教会に対

して国連支持を呼びかけております。世界教会協議会の総会で

は次のことが明確に表明されております。

紛争解決の手段としての戦争は、主イエス・キリ A トの教

え、規範と両立し得ないものである。今日の国際問題に戦争

の占める役割は、神に対する冒演であり、人間の堕落である

-。いまや戦争は全人類的なものとなっており、男女を問
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reconciliation.MyfirstvisittoJapanin1955waspreｭ

ciselyassecretaryoftheWCCYouthDepartmentand

asthebearerofgreetingstoandsolidaritywiththe

youthofJapanfromChristiansallovertheworld.

Itisinthespiritoftheseexperiences, whichhave
profoundlymarkedmylifeandministry ,thatIheartily
participateinthiseventtoday,whichcelebratestheaim
oftheNiwanoPeaceFoundation,whichis “ the realizaｭ
tionofatrulypeacefulsociety"and“ the creationofa
newworldcommunity"throughinterreligious under ・

standingandcooperation.MayItakethisopportunity

toexpressmydeepgratitude, andthatofsomany
peopleallovertheworld, forwhatPresidentNikkyo
Niwanohasaccomplishedinpromotingreligiousfreeｭ

domandworldpeace,notleastasoneofthefoundersof
theWorldConferenceonReligionandPeacewhichhad

itsfirstmeetinginKyotoin1970,andasthefounderof
thePeaceFoundationwhichappropriatelybearshis

name

IfeelparticularlyprivilegedthatIamtherecipient

ofthePeacePrizeintheyearwhichtheUnitedNations

OrganizationhasdesignatedtobetheInternational

YearofPeace.BornasitwasjustafterWorldWarII

andHiroshimaandNagasaki,theUNhasgivenmajor
emphasistotheissuesofdisarmamentandpeace.Durｭ

ingthesepastfortyyears,theUNhasprovidedaforum
forgrapplingwiththegraveproblemsofwarandthe

weaponsofwarandalsoofpeaceandallthatmakesfor

theabsenceofwarandthewell-beingofpeoplesin

humandignityandjustice.TheUNhasbeenheavily

attackedanditsmany-sidedworkhasbeenweakendby

thepow 巴rful nations.Butithasremainedtheonepublic

bodyinwhichallnationsandpeoplescangetahearing

andcanunitetheirforcesforthewelfareofhumankind

Thatiswhypeopleofreligiousfaithhavegivenand

continuetogivetheirloyalsupporttotheUN

WhentheWorldCouncilofChurcheswasfonnedin

1948itmadeastrongstatementonwarascontraryto

God'swillandcalledthechurchestosupporttheUN.

TheAssemblyoftheWCCclearlystated:
Warasamethodofsettlingdisputesisincompatible
withtheteachingandexampleofourLordJesusChrist
Thepartwhichwarplaysinourpresentinternational
lifeisasinagainstGodandadegradationofman....War
isnowtotal , andeverymanandwomaniscalledfor
mobilisationinwarservice.Moreover,theimmenseuse
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わず、あらゆる人聞が戦争行為に動員されている。しかも、

大規模な空軍力の使用と原子力兵器その他の新兵器の発明に

よって、近代戦のあらゆる面において、過去の紛争において

は経験することのなかった広範かつ無差別の破壊が不可避的

となっている。こうした状況にあっては、正当な目的、正当

な手段を伴った正当な戦争というこれまでの概念は、いまや

疑いをもって再検討を迫られており・・

教会はまた、平和的な改革をおし進め、正義を追求するこ

とによって、戦争の原因となるものを攻撃しなければならな

い。教会は、信義を守り、誓約を尊重する立場に立ち、帝国

主義的勢力の圧力に抵抗し、多角的軍縮を促進し、戦争の無

益さに対する無関心や絶望と戦い、ヰリスト者をして精神的

抵抗力を身につけさせるべく、導かなければならない。この

精神的抵抗力は、多くの人が確固たる信念を抱くことによっ

てはぐくまれ、また、乙の確固たる信念は、それ自体が強力

な戦争抑止力となるものである。精神の空白は、必然的に侵

略者を招く。

したがって、当然のことながら、世界教会協議会は、強い信

仰とイデオロギーを持った人たちとの対話活動を通じて、 1970

年の世界宗教者平和会議の結成推進に何らかの役割を果たして

きたと思います。私は、当時この運動にある種の直接的な責任

を有していた関係上、この組織の発展と現在にいたるまでの活

動を子細に注目しておりました。世界宗教者平和会議の京都宣

言には、次のことが明確にうたわれております。

いまや諸宗教は、その歴史的相違にこだわることなく、真

の平和を築く活動にたずさわる者すべての団結をめざすべき

であると、われわれは確信するにいたった。

こうした経緯をたどって、世界宗教者平和会議は、現在世界

教会協議会と共に、国連の活動に非政府機関 (NGO) として積

極的に参画しております。もちろん、その背景には、第 2 回「庭

里子平和賞」を受けられたホーマー・ A ・ジャツク博士の精力的

な活躍があったことを付記しておかねばなりません。 NGO の

支援活動のごく最近の例としては、国連国際平和年の開始にあ

たって、 1986年 1 月 20ー24 日に「平和のための団結」のテーマ

のもとにジュネープで聞かれた国際会議をあげることができま

す。この会議では、「世界の人々すべてが平和を求める共通の活

動に参加する」ことを呼びかけたアピールが出されております。

この平和を求める共通の活動については、私の先笠であるへ

ルダー・カマラ大司教、ホーマー・ジャツク博士、趨撲初師ら

28

wee総幹事就任演説(1972年)

ofairforcesandthediscoveryofatomicandothernew
weaponsrenderwidespreadandindiscriminatedestrucｭ
tioninherentinthewholeconductofmodernwarina
senseneverexperiencedinpastconflicts.Inthesecir
cumstancesthetraditionofajustwar, requiringajust
causeandtheuseofjustmeans,isnowchallenged
Thechurchesmustalsoattackthecausesofwarby
promotingpeacefulchangeandthepursuitofjustice
Theymuststandforthemaintenanceofgoodfaithand
thehonouringofthepledgedword;resistthepretensions
ofimperialistpower;promotethemultilateralreduction
ofarmaments;andcombatindifferenceanddespairin
thefaceofthefutilityofwar;theymustpointChristians
tothatspiritualresistancewhichgrowsfromsettled
convictionswidelyheld ,themselvesapowerfuldeterrent
towar.Amoralvacuuminevitablyinvitesanaggressor

ItwasthereforenaturalthattheWorldCouncilof

Churchesplayedsomerole, throughitsprogrammeof
dialoguewithpeopleoflivingfaithsandideologies, in
helpingtofacilitatetheformationoftheWorldConferｭ

enceofReligionandPeacein1970.AtthattimeIhad

somedirectresponsibilityforthisprogrammeandso

followedcloselythedevelopmentsofthisbodyandofits

workuptonow.TheKyotoDeclarationoftheWCRP

saidunequivocally

Weareconvincedthatreligions,inspiteofhistoric
differences , mustnowseektouniteallmeninthose
endeavourswhichmakefortruepeace

The 羽TCRP has, therefore, alongwiththeWCC,
beenveryactiveintheactivitiesoftheUNasaNonｭ

GovernmentalOrganisation, andnoonehasbeenas
activeasDr.HomerJack , thesecondrecipientofthis
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が、こぞって、雄弁かつ適切に語っておられます。軍縮や平和

については、ことさら新しいことを語るのは実際、無理なこと

です。にもかかわらずわれわれは、人々が耳を傾け、行動を起

こすことを期待して、同じことを繰り返し語り続けることをや

めるわけにはまいりません。そして、国際活動にたずさわって

きた私の経験から言わせていただくならば、 1 月の NGO のア

ピールに示された新しい主張は、ここにとりあげてご紹介する

価値があると思います。

平和な生活のための社会機構を整えることの重要性にかん

がみ、われわれは、教育、科学、文化、宗教およびマスメデ

ィアに、ピースメーキングをめざした新しい方向づけを求め

るものである。

ここで生じてくるのが、ピースメーカーとしての共同活動を

いかにすすめるべきか、という問題です。

ここで皆さん方に、第 1 回「庭野平和賞」の授与が行われた

のは、 1983年 3 月 23日、レーガン米大統領が国家安全保障の問

題について歴史的声明を発表した直後のことである、という事

実に注目していただきたいと思います。このときレーガン大統

領は、「人間の精神は、他国や他国の人々に対して、その存在へ

の脅威を与えるような処遇の仕方をしていることに甘んじてい

るのではなく、それを乗り越えて向上していく道を進んでいか

なければならないということをますます強く感じるようになっ

た」と語っております。さらに同大統領は、「自由世界の国民

が、自分たちの安全は、単にソ連からの攻撃に対する抑止力と

しての米国の即時報復という脅しに依存しているのではない、

ということを知ったならばどうであろうか、即ちわれわれが、

戦略弾道ミサイルがわれわれの領土、われわれの同盟国の領土

に到達する前に、これを迎え撃ち破壊することができる、とい

うことを知ったうえで、安心して暮らしていけるとしたらどう

であろうか」との問いかけを行った後、次のように語っていま

す。

私は、長期的研究開発計画の方向を明確に定め、戦略核ミ

サイルによる脅威を排除するというわれわれの最終目的の達

成に着手すべく、包括的かつ徹底的な努力を傾注するつもり

である。これによって、核兵器そのものの廃絶をめざした軍

備管理への道が聞かれると考える。われわれは、軍事的優位

を求めているのでもなければ、政治的に有利な立場を求めて

いるのでもなしミ。われわれの唯一の目的一一そしてすべての

人々の共有の目的は、核戦争の危険を軽減する道を探ること

である。
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PeacePrize.Themostrecentmanifestationofthe

supporttheNGOswastheconferencetheyheldin

Genevaon20-24January, 1986,toopentheUNInternaｭ
tionalYearofPeace, underthetheme,“Together for
Peace".Thismeetingissuedanappeal“ to allpeoplesof
theworldtojoininacommonpursuitofpeace".

Mypredecessors, ArchbishopHelderCamara, Dr.
HomerJack , andMr.ZhaoPuChu, haveallspoken
eloquentlyandadequatelyonthecommonpursuitof

peace.Itispracticallyimpossibletosayanythingnew

ondisarmamentandpeace,althoughwecanneverstop
sayingthesamethingssothatpeoplemayhearandact

Butmyinternationalexperiencehasstimulatedmeto

takeupthechallengeoftheAppealfromtheNGO

meetinginJanuarywhichstated:

Recognizingtheimportanceofpreparationofsociｭ
etiesforlifeinpeace, wecallforaneworientationin
education, science, culture, religionandmassmedia
towardspeace-making.

Thequestionwhichisposedforusis:Howdowe

worktogetheraspeacemakers?

Iwouldliketodrawyourattentiontothefactthat

thefirstNiwanoPeacePrizewasawardedsoonafter

PresidentReaganmadehishistoricstatementon23

March, 1983,onthesubjectofnationalsecurity.Hesaid
thenthathehadbecome“ more andmoredeeplyconvinｭ
cedthatthehumanspiritmustbecapableofrising

abovedealingwithothernationsandhumanbeingsby

threateningtheirexistence."Hewentontoask: “What
iffreepeoplelivesecureintheknowledgethattheir

securitydidnotrestuponthethreatofinstantUS

retaliationtodeteraSovietattack;thatwecouldinterｭ

ceptanddestroystrategicballisticmissilesbeforethey

reachedourownsoilorthatofourallies?"Hethen

stated
Iamdirectingacomprehensiveandintersiveeffort
todefinealong-termresearchanddevelopmentproｭ
grammetobegintoachieveourultimategoalof
eliminatingthethreatposedbystrategicnuclearmisｭ
siles.Thiswouldpavethewayforarms-controlmeaｭ
surestocliminatetheweaponsthemselves.Weseek
neithermilitarysuperioritynorpoliticaladvantage.Our
onlypurpose-oneallp巴ople shar 巴一 is tosearchfor
waystoreducethedangerofnuclearwar

Thisstatementandwhathasfollowedhasbeen

31



このレーガン大統領の声明とそれに続く一連の発言が、「戦略

防衛構想 (SDI)J あるいはもっと一般的に「スターウォーズ計

画」と呼ばれるようになったものです。レーガン大統領のこの

演説やその後の動きは、米ソ両超大国間の論争の舞台の中心を

占めるようになり、事実上、軍縮交渉の後退をもたらしてきた

ものです。

この問題の専門技術的な面については、私には語る資格はあ

りません。しかし、この問題には、われわれの仕事をこれまで

以上に急を要するものとする、ある恐るべき要素が含まれてお

ります。まず第ーに、専門科学者をすら当惑させ、その意見を

分裂させるほどの規模、複雑さ、費用を伴った研究計画が着手

されていることがあげられます。第二に、この計画は 100パーセ

ント効果的ではあり得ないため、敵の攻撃を思いとどまらせる

というその目的が達成される保障もなく、したがって、この構

想、は、事実上、核兵器競争を激化させている、ということが指

摘されます。第三に、これが最も重要なことですが、権威ある

科学者たちのあいだでは、レーガン大統領が明らかにしたよう

な目的を達成するには、その決定的瞬間において、人間の意思

に頼るよりは、膨大な電子計算機装置の「人工知能」に頼らざ

るを得ない、という考え方があるように見受けられることです。

これは、へ/レダー・カマラ大司教が1983年の「庭野平和賞」受

賞に際する講演で述べておられた、ロボット化の危険性につい

ての予言がまさにぴったりとあてはまる状況です。いまや軍備

競争は、人類が、自らの防衛と存続のために、自らのっくり出

した科学人工物の精密な決断機能に頼らざるを得ない、という

ところまできております。これは、これまで長いあいだ続いて

きた一つの流れが、黙示録的極限に達しつつあることを示すも

のです。人類は、本来人間的なものであり、本来政治的な問題

であり課題であるべきはずのものについて、ますます、技術的

解決、あるいは技術装置そのものへ依存するようになってきて

おります。

ユダヤ・キリスト教の教えではこれを「偶像崇拝」と呼んで

おり、仏教ではこれを「妄信」と呼んでいると思います。イザ

ヤ書の第44章第 9 節から 20節には、今日のわれわれの状況を見

事に描いた箇所があります。これは、強大なパビロニア帝国に

捕囚の身となっていたユダヤの人々に向けて書かれたくだりで、

いささか長くなりますが、お許しを願ってここに引用してみた

いと思います。

偶像を造る者はみな、むなしい。彼らの慕うものは何の役

にも立たない。彼らの仕えるものは、見ることもできず、知

るとともできない。彼らはただ恥をみるだけだ。だれが、い

32

calledtheStrategicDefenceInitiative(SDI)andmore

popularlynamed “ Stars War".Thisspeechandits
consequenceshaveoccupiedthecentreofthestagein

thedebatebetweenthetwosuper-powersandhavein

factbroughtaboutadeteriorationinthediscussionson

disarmament.

Iamnotcompetenttospeakonthetechnicalitiesof

thismatter.Buttherearesomefrighteningelementsin

itwhichmakeourtaskallthemoreurgent.First, a
programmeofresearchhasbeeninitiatedofamagniｭ

tude,complexityandcostwhichbafflesanddivideseven
thescientificexperts.Secondly, thereisnoassurance
thatitwillachiev 巴 its objectofdeterringtheenemey,
becauseitcannotbe100%effective.Thusthisinitiative

hasinfactintensifiedthenucleararmsrace.Thirdly,
andmostimportantly,thereseemstobethebeliefinthe
scientificestablishmentthat,toattaintheaimenunciatｭ
edbyPresidentReagan,theremayhavetob巴 reliance ，

atthecriticalmoment,onthe “ artificial intelligence"of
massiveelectroniccomputerdevicesratherthanon

humandecisions.Thismakesverypertinenttodaythe

propheticwordsconcerningthedangersofrobotization

byArchbishopHelderCamarainhisacceptancespeech

oftheNiwanoPeacePrizein1983.Thearmsraceis

reachingapointwherehumanbeingsmayhavetorely

ontheexact,decidingfunctioningoftheirownscientific
artifactsforthedefenceandpreservationofthehuman

race.Thisistheapocalypticlimitofatendencywhich

hasbeenlongobserved.Humanbeingsaredepending

moreandmoreontechnicalsolutionsandevenontechｭ

nicaldevicesforwhatarebasicallyhumanandpolitical

problemsandchallenges

TheJudeo-Christianscripturescallthisidolatryand

Buddhistswouldsaydelusion.Thereisapassageinthe

HebrewbookofIsaiah, chapter44andverses9to20 ,
whichdescribeswellwherewearetoday.Iaskyour
patienceasIquotethisratherlengthypassagewritten

totheJewishpeopleinforcedexileintheall-powerful

Babylonianempire:

Allwhomakeidolsarenothing,andthethingsthey
delightindonotprofit;theirwitnessesneitherseenor
know , thattheymaybeputtoshame.Whofashionsa
godorcastsanimage, thatisprofitablefornothing?
Behold, allhisfellowsshallbeputtoshame, andthe
craftsmenarebutmen;theyshallbeterrified ,theyshall
beputtoshametogether
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ったい、何の役にも立たない神を造り、偶像を鋳たのだろう

か。見よ。その信徒たちはみな、恥を見る。それを細工した

者が人間にすぎないからだ。彼らはみな集まり、立つがよい。

彼らはおののいて共に恥を見る。

鉄で細工する者はなたを使い、炭火の上で細工し、金槌で

これを形造り、力ある腕でそれを造る。彼も腹がすくと力が

なくなり、7.1<を飲まないと疲れてしまう。木で細工する者は、

測りなわで測り、朱で輪郭をとり、かんなで削り、コンパス

で線を引き、人の形に造り、人間の美しい姿に仕上げて、神

殿に安置する。彼は杉の木を切り、あるいはうばめがしや径

の木を選んで、林の木の中で自分のために育てる。また、月

桂樹を植えると、大雨が育てる。それは人間のたきぎになり、

人はそのいくらかを取って暖まり、また、これを燃やしてパ

ンを焼く。また、これで神を造って拝み、それを偶像に仕立

てて、これにひれ伏す。その半分は火に燃やし、その半分で

肉を食べ、あぶり肉をあぶって満腹する。また、暖まって、

「ああ、暖まった。熱くなったJ と言う。その残りで神を造

り、自分の偶像とし、それにひれ伏して拝み、それに祈って

「私を救ってください。あなたは私の神だから」と言う。

彼らは知りもせず、悟りもしない。彼らの目は固くふさが

って見ることもできず、彼らの心もふさがって悟ることもで

きない。彼らは考えてもみず、知識も英知もないので、「私

は、その半分を火に燃やし、その炭火でパンを焼き、肉をあ

ぶって食べた。その残りで忌みきらうべき物を造り、木の切

れ端の前にひれ伏すのだろうか」とさえ言わない。灰にあこ

がれる者の心は欺かれ、惑わされて、自分を救い出すことが

できず、「私の右の手には偽りがないのだろうか」とさえ言わ

ない。 ー「新改訳聖書刊会」訳による

この悪魔的偶像崇拝という状況を前にして、現実を信じる者、

すなわち、普遍的善をめざした人間相互の関係、世界に対する

人間のかかわりについて、人間に全面的責任を課すところの真

実を信ずる者にとって、なすべき仕事とはいったい何でありま

しょうか。その仕事は、相互に関連する二重の仕事です。その

仕事とは、まず人間の生活、人間相互の関係、国と国との関係

を損ねる偶像崇拝と虚偽を暴き、それを取り除くことであり、

さらに相互尊重、信頼、分かち合いにもとづいた生活を実現す

るために、人間の誠意、尊厳、責任および創造力を高めるうえ

で助けとなるあらゆるものを、態度、言葉、行動をもって推し

進める、ということです。これが、平和のための共同作業者と

してのわれわれの使命です。
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Theironsmithfashionsitandworksitoverthe
coals;heshapesitwithhammers, andforgesitwithhis
strongarm;hebecomeshungryandhisstrengthfails ,he
drinksnowaterandisfaint.Th 巴 carpenter stretchesa
line, hemarksitoutwithapencil;hefashionsitwith
planes, andmarksitwithacompass;heshapesitinto
thefigureofaman,withthebeautyofaman,todwell
inahouse目 He cutsdowncedars;orh巴 chooses aholm
treeoranoakandletsitgrowstrongamongthetreesof
theforest;heplantsacedarandtherainnourishesit
Thenitbecomesfuelforaman;hetakesapartofitand
warmshimself,hekindlesafireandbakesbread;alsohe
mak 巴s agodandworshipsit ,hemakesitagravenimage
andfallsdownbeforeit.Halfofitheburnsinthefire;
overthehalfheeatsflesh ,heroastsmeatandissatisｭ
fied;alsohewarmshimselfandsays,“Aha ,Iamwarm ,

Ihaveseenthefire!"Andtherestofithemakesintoa
god, hisidol;andfallsdowntoitandworshipsit;he
praystoitandsays,“Deliver me ,forthouartmyGod!"
Theyknownot;nordotheydiscern;forGodhas
shuttheireyes,sothattheycannotsee ,andtheirminds,

sothattheycannotunderstand.Naoneconsiders,noris
thereknowledgeordiscernmenttosay,“Half ofitI
burnedinthefire , Ialsobakedbreadonitscoals, I
roastedfleshandhaveeaten;andshallImakethe
residueofitanabomination?ShallIfalldownbeforea
blockofwood?"Hefeedsonashes;adeludedmindhas
ledhimastray ,andhecannotdeliverhimselforsay,“Is
therenotalieinmyrighthand?"

Infaceofthisconditionofdemonicidolatry, what
arethetasksofpeoplewhobelieveinarealitywhich

placesfullresponsibilityonhumanbeingsintheirrelaｭ

tionswithoneanotherandwithcreationforthecomｭ

mongood?Thesetasksaretwo-foldandareinterreｭ

lated.Theyconsistinexposingandexorcisingtheidolaｭ

triesandlieswhichbedevilthelifeandrelationsof

personsandnations,andinpromotingbyattitude ,word
andact , allthatmakesforhumanintegrity , dignity ,

responsibilityandcreativityforalifeofmutualrespect ,
trustandsharing.Thatisourcallingasworkers

togetherforpeace.

First, wemustexposeandexercisetheidolatryof
believingthatonlyinthepowerofthingsisoursalvaｭ

tionashumanbeingsandasnations.Forthepasttwo

hundred years, sincethefirst industrial revolution
began, therehasbeenamarkeddrifttoamaterialistic

approachtolife.Humanbeings,confidentintheirscienｭ
tificandtechnologicalpower, havegiventhemselves
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第一にわれわれは、人間として、国としてのわれわれの救い

が物質的なカにのみ存するとする偶像崇拝性を暴き、これを排

除しなければなりません。第一次産業革命が始まって以来の200

年間、生活に対する取り組み方が物質的な方向に流れる傾向が

顕著になりました。人類は、その科学技術のカを信じるあまり、

物の生産、資本と富の蓄積に専心するようになりました。また、

武力的優位性をもって、領土や人聞を征服すること、あるいは、

日本や中国に対して行われたように、自分たちの製品に対して

門戸を聞き、その国の天然資源の利用を許すよう強制すること

に専念してきました。そして、およそ 100年ほど前の第二次産業

革命の始まりを契機として、帝国主義の時代が始まり、日本も

また帝国主義者の仲間入りを果たしました。あの時代はまた、

軍備競争が激化した時代でもあり、第一次世界大戦においてそ

れが頂点、に達し、また、科学的唯物論と称するものにもとづく

イデオロギー的帝国主義国家、ソビエト連邦が新たに誕生した

時代でもあります。それから 30年後、世界はさらに致命的な戦

争に突入するわけですが、この戦争は、物質主義と攻撃的なナ

ショナリズムへの依存が強まった結果として起こったものです。

アウシュビッツ、広島、長崎は、この物質主義的偶像崇拝の象

徴です。

しかも、その後の40年間を振り返ってみましでも、世界はさ

らに物質の支配に深く捕らわれた状態にあります。現代は、国

民総生産と消費主義という偶像の支配する時代です。コンビュ

ーター、エレクトロニクスを土台とする第三次産業革命によっ

て、もはやわれわれは、自分たちのつくる製品やそれを用いて

行われる自らの営みに、ついて行けない状態になっております。

世界の経済や金融体制はすでに解体しています。一国内、ある

いは国際間においても、富める者はますます富み、貧しい者は

ますます貧しくなっております。言葉に言い表すことのできな

い苦悩が地球上を支配しています。貧しい者、虐げられた者は、

飢餓、人種差別、性差別、階級支配、不安定、戦争によって苦

しめられています。金持ちもまた苦しんでいます。彼らは、宮

僚主義的不毛性と精神的空虚さに倦み、あるいはそのとりこに

なっているからです。大地も大気も汚染され、生態系は大きく

乱れています。超大国間のイデオロギーの対立、また、好むと

好まざるとにかかわらずその同盟国となっている国々のあいだ

でのイデオロギーの対立も大きくなっており、一方、究極的に

はその防衛力、攻撃力に依存するという点においては、これら

の国はますます似通ったものとなっております。人類はいま、

自滅に向かつて盲進しているかのように思われます。

こうしたことは、すべて、人間の欲望、物に対する欲望、そ

3巴

overtoputtingtheirfaithinproducingthings, inacｭ
cumulatingcapitalandwealth, inconqueringlandsand
peoplesthroughsuperiorarmsorforcing countries,
includingChinaandJapan,toopentheirdoorstotheir
productsandtoallowtheexploitationofthenatural

resourcesofthosecountries.Asthesecondindustrial

revolutiongotunderwayaboutahundredyearsago,we
hadtheageofimperialism,withJapanjoiningtheimpeｭ
rialistclub.Thatagewasalsotheperiodofthegrowing

armsracewhichculminatedintheFirstWorldWarand

theemergenceanewideological,imperialisticstate,the
USSR, basedonwhatitcalledscientificmaterialism
Thirtyyearsafter, theworldwasplungedintoamore
lethalwarwhichwastheresultofintensifiedrelianceon

materialismandaggressivenationalism. Auschwitz,
HiroshimaandNagasakiarethesymbolsofthismateri

alisticidolatry

Andyet,thesepastfortyyearshaveseentheworld
moredeeplycaughtinthedominationofthings.Oursis

theageoftheidolsoftheGrossNationalProductandof

consumerism.Thethirdindustrialrevolution, basedon
thecomputerandelectronics,hasshownthatweareno
longerabletokeepupwiththethingsweproduceand

whatwedowiththem.Theworldeconomicandmoneｭ

tarysystemhasbrokendown.Therichbecomericher

andthepoorbecomepoorerbothwithinandbetween

nations.Untoldsufferingr巴igns ontheearth.Thepoor

andtheoppressedsufferbecauseofhunger, famine ,
race, sex, andclassdomination, destabilisation, wars
Therichsufferbecauseth 巴yare boredoraretrappedin

bureaucraticsterilityandpsychicemptiness.Theearth

andtheatmospherearebeingpollutedandtheecoｭ

systemhasbeengreatlydisturbed.Theideological

dividebetweenthesuper-powersandtheirwillingor

unwillingassociateshasbecomegreater, whilethey

becomemorealikeintheirdependenceontheultimate

instrumentsofdefenceandattack.Thehumanrace

seemshell-bentonitsownself-destruction

Peopleoffaithknowthattherootofallthisis

humandesire, thelustforthingsandforthepower
whichthingsgivetosomeoverothers.Peoplehavetobe

helpedtoseethesethingsnotasisolatedphenomena,but

asonevastidolatrywhichthreatenstoannihilatethe

humanrace.Peacestandsforintegratedwholeness.The

idolatryofthingsstandsforfragmentationandfor
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して、物質的な物を通じて特定の人間にのみより多くを与える

権力に対する欲求、に根ざしたものであることは、イ言何を持つ

者には誰にもよく分かります。こうしたことは、けっして局部

的な現象ではなく、人類全体を破滅に導く恐れのある、途方も

なく大きな偶像崇拝であることを、人々に悟らせる必要があり

ます。平和とは、統合化された完全性を意味するものです。一

方、物に対する偶像崇拝は、分裂と空虚をもたらします。ピー

スメーカーたらんとする者、平和のために共に働こうとする者

は、自分自身がこのまん延する偶像崇拝といかにかかわってい

るかを深く再検討してみる必要があります。われわれは、われ

われの豊かな信仰からあらゆる知力、知識を引き出し、それを

駆使して働かねば令りません。人々を教育するあらゆる機関、

団体に働きかけ、それを動かし、人聞がその本来の関係、すな

わち、死ではなく、生の方向に物が生産され管理され動かされ

ていくよう、人々を導いていかねばなりません。物質的な物に

よって少数の人聞が大多数の犠牲のうえに富むような方向では

なく、物があらゆる人聞に奉仕するような方向、そして、われ

われすべてが、物質的所有や利己的な欲望に捕らわれた状態か

ら自分自身を解放するための精神力を養い得るような方向に、

人々を導かなければなりません。この地球という惑星が生き残

る道はただ一つ、真の意味で人間らしい生き方とはどういうこ

とであるかを自覚し、それを行動に現すことです。真に人間ら

しいということは、平和のうちに生きること一一完全に自分自

身であり、しかも、共に幸福を追求するという共感をもって広

く他人を受け入れることです。この幸福は、奪いとるものでは

なく、与えかっ与えられるものとして、共有されるべきもので

す。

第二に申し上げたいことは、われわれは、国家安全保障とい

う偶像崇拝を暴き、それを排除しなければならない、という点

です。国家安全保障というのは、古い物の考え方を現代的な形

で表現したものにすぎません。すなわち、「正しかろうと間違っ

ていようと、これは私の園だ」といった意識です。これは、一

国の利害、あるいはその国を支配する者の利害が、その国と他

国との関係を律すると主張するドグマです。これは、圏内的に

も国際的にも、相互関係を毒する集団エゴイズムの一形態です。

この集団エゴイズムは、その意思、、そのやり方を自国民、他国

民に押しつけたいという衝動に抗しきれなくなるはずのもので

す。ここから世界の不安定が生じます。これは、特に、前にお

話しした物質主義的偶像の支配する状況を考えてみれば、よく

分かることです。

国家安全保障の有する偶像崇拝性を明らかにするにあたって、
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nothingness.Ifwearetobepeace-makersandwork

togetherforpeace, wemustourselvesgothrougha
profoundre-examinationofourowninvolvementinthis

pervasiveidolatry.Weshallhavetoworkwithallthe
witandwisdomwecancommand, drawingfromthe

richresourcesofourfaith , tomobiliseandvitaliseall
theinstitutionswhichcaneducatepeopletoputthe

humaninitsproperrelationofproducing, controlling
andguidingthingsinthewayofliferatherthanof

death;ofservingpeopleeverywhereratherthanof

enrichingafewattheexpenseoftherest;ofenablingus

alltodevelopaspiritualitywhichliberatesusfromthe

captivityofourpatheticattachmenttoourmaterial

possessionsandselfishdesires.Theonlyhopeforthe

survivalofthisplanetearthistheawarenessand

manifestationofwhatitmeanstobetrulyhuman.And

tobehumanistobeinpeace-tobefullyourselvesand

tobeopentootherswiththecompassionwhichseeks

thewell-beingwhichwesharewiththemassomething

nottobegraspedbuttobeofferedandreceived.

Secondly,wemustexposeandexercisetheidolatry

ofnationalsecurity.Nationalsecurityisthecurrent

wayofexpressinganoldattitude: “ My country,rightor
wrong'¥Itisthedogmawhichassertsthattheinterests
ofanation, orofthosewhogovernit, dictateitsrelaｭ
tionswithothernations.Itisaformofcollectiveegoism
whichpoisonsrelationsbothwithinthenationandwith

othernations.Forthiscollectiveegoismcannotresist

theurgetoimposeitswillandwayonthepeoplewithin

thenationandonothernations.Hencethegreatinsta

bilityinourworld , especiallywhenwebearinmind
whathasjustbeensaidaboutthedominationofmateriｭ
alism.

Inexposingtheidolatryofnationalsecurity , there
aresomeofitscharacteristicswhichneedtobenamed.

Perhapsthemostimportantanddangerouscharacterisｭ

ticisprojectinganenemyimageonothercountries

Theirweaknesses, theirideologicalcommitment, their
ownviolationsofhumanrightsareexaggeratingly

presentedbythemedia.Thereisamanipulationof

informationandaselectivityofwhatistobedisclosed

whichconfusepeopleandproduceapsychosisoffear

andmistrust.Theenemynationisportrayedasthe
incarnationofevil.Indeed , thepowereliteofourown
countries,intheinterestsofnationalsecurity,carryout
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その特性のいくつかを述べておく必要があります。その最も危

険な特性は、おそらく、他国に対して敵のイメージを投影させ

ることであろうと思われます。他国の有する弱点、他国のイデ

オロギー的取り組み方、他国の人権侵害が、マスメディアによ

って誇大に宣伝されています。ここには情報の操作があり、知

らしむべきものの選択が行われ、その結果として国民は惑わさ

れ、恐怖と不信による錯乱状態がもたらされています。敵国は

悪魔の化身として摘かれます。事実、われわれの国の権力者た

ちは、国家安全保障の名のもとに最も重要な事柄を意のままに

操っており、これが、目に見えないところでわれわれの生活や

未来を支配しております。見えざるところで決定が下され、一

般の人々には、現実に起こっていることとはあまり関係のない

事柄だけが明らかにされます。国家安全保障の偶像崇拝性は、

虚飾に包み隠されています。

しかも、対立する当事国の双方が、その方法こそ違え、同じ

ことをするため、分極化はますます激しくなり、世界中が軍固

化するという結果となっています。軍国化は、圏内的には人権

侵害をもたらし、公共の問題に対する一般国民の関心を急減さ

せます。一般国民は無知の状態にとり残され、あるいは、問題

の複雑さに惑わされ、考える能力、発言する能力、そして責任

をもって行動する能力を麻癖させられてしまいます。対外的に

は、軍国主義化は核兵器、従来兵器による軍備競争の形態をと

ります。現在では、「キ目互確実破嬢力J (これは、いみじくも、

英語の頭文字をとって MAD、すなわち気遣いと呼ばれており

ます)が抑止力として働くとされていますが、しかし、抑止力

というものは、相手よりも先に攻撃したいという誘惑に屈する

可能性をはらんだものです。たとえ、核戦争においては勝者と

いうものは存在しない、ということが卜分に認識されていたと

してもです。しかも、大国は、核兵器の有する抑止力によって

世界戦争を回避し得ると主張する一方、主として第三世界にお

いて、第二次大戦以来150件を超える戦争に直接的、間接的にか

かわっており、幾千万の人の命を奪ってきております。こうし

た戦争や紛争によって大きな混乱や損失がもたらされ、世界の

平和が脅かされております。すなわち、国家安全保障の偶像崇

拝性によって、国家的、国際的な非安全性が高まるという状況

がもたらされているわけです。

以上、国家安全保障の偶像崇拝性についてお話ししてまいり

ましたが、この問題は、 1984年の 10月 29 日から 11月 2 日にかけ

て、 wee の「国際問題に関する教会委員会」が東京近郊で聞い

た「北東アジアにおける正義と平和に関するエキュメニスト協

議会」において激しい討論の対象となった問題です。私自身は
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themostimportantaffairs, whichaffectourlivesand
ourfuture ,insecrecy.Decisionsaremadeinsecret ,and
whatisgivenouttothepublichaslittletodowithwhat

isreallyhappening.Theidolatryofnationalsecurityis

coveredwithapanoplyoflies.

Andsincebothsidesinconflictsdomuchthesame

things, thoughindifferentways, thereisgreaterpolarｭ
isationleadingtoasituationofthemilitarisationof

societies the world over. Internally, militarisation
involvestheviolationofhumanrightsandthesharp

decreaseintheparticipationofpeopleinpublicaffairs

Thepeopleareleftinignoranceorarebaffledbythe

complexityoftheissuesinsuchamannerastobe

paralysedasregardstheircapacitytothink ,speakand
actresponsibly.Externally,militarismtakestheformof
thenuclearandconventionalarmsrace.Wehavearseｭ

nalsofmutualassureddestruction(veryappropriately

calledMAD)toactasdeterrence.Butdeterrencemeans

thepossibilityofyieldingtothetemptationoffirst

strike,evenifitisperfectlywellknownthatnoonecan
winanuclearwar.Moreover, thegreatpowers, while
claimingtheabsenceofglobalwarasduetodeterrent

nucleararms,havebeenengageddirectlyorindirectlyin
overahundredandfortywarssinceWorldWar II ,
mainlyintheThirdWorld, claimingtensofmillionsof
lives.Thesewarsandconflictshavecreatedasituation

ofgreatinstabilityanddeprivationwhichthreatensthe

peaceoftheworld.Theidolatryofnationalsecurityhas

ledtogreaternationalandinternationalinsecurity.

WhatIhavetriedtodescribeontheidolatryof

nationalsecuritywasthesubjectofagonisingdiscussion

atanecumenicalconsultationonJusticeandPeacein

NorthEastAsia, organisedbytheWCCCommissionof
theChurchesonInternationalAffairs, whichwasheld
nearTokyoon29October-2November, 1984.Iparｭ
ticipatedbrieflyatthisconsultation.Oneofthefindings

ofthismeetingwas:

ThechurchesofNorth-EastAsiacontinuetobe
victimsofexaggerationsanddistortionsoftherealities
ofneighbouringpeoples, separatedpartsoftheirown
people and 巴ven fellow-citizens.Particularattention
needstobegiveninthisregiontoovercomingstereoｭ
types, prejudice, imposedenemy-images, inflammatory
anti-imperialist rhetoric, andfacileanti-communism
whichdoesnotrecognizethehumanityofthoseonthe
opposingside
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この協議会にほんのちょっと参加した程度ですが、この会議か

ら得られた結論のーっとして次のことがあげられます。

北東アジアの教会は、依然として、近隣地域の人々、地域

内の別の場所に住む人たち、あるいは同国民についてすらも、

その現状に関する、誇張されゆがめられた情報の犠牲となっ

ている。この地域においては、定型化した物の考え方、偏見、

押しつけられた敵国イメージ、扇動的な反帝論法、そして、

相手側の人々の人間性に対する認識を欠いた安易な反共主義

を打破すべく、特別の配慮が必要とされなければならない。

以上のことを考えた場合、この国家安全保障の偶像崇拝性を

暴き排除するうえで、強い信仰を抱く者としてのわれわれは何

をなすべきでしょうか。まず第一に、この国家安全保障の偶像

崇拝性を温存し、聖域化してきたという点では、これまでの宗

教、あるいは今日の宗教ですらも、共犯者であるという事実に、

率直かつ真塾な気持ちで相対する必要があります。これまでわ

れわれは、一般の人たちには慰撫するような言葉を与え、ある

いは、従順かつ受動的な市民となるよう説き、権力者側に加担

する傾向がありました。そこでわれわれ自身が、これまでの深

い信仰の伝統にこだわることなく、真の安全保障を推進するう

えでのより建設的な役割を果たし得るよう、われわれ自身の考

え方を改める必要があるのです。そしてこれは、異なった宗教

に属する人たち、すなわち正義と平和のもとに相互依存的な世

界共同体の実現に取り組んで、いる他宗教の人たち、との対話と

協力によってのみ可能となるものです。

さらに明確に述べるならば、われわれに求められていること

は、国家安全保障の名のもとに語られる虚偽を暴くことです。

われわれの信仰は、そのいずれを問わず、嘘をつくことを戒め

ており、真の人間性に到達する道は、真実を語り、真実に生き

ることであると明確に説いています。ユダヤ・キリスト教には、

古くから、真実を意味する二つの言葉があります。一つはギリ

シャ語で、letheia" といい、これは、隠されていない、閉じら

れていない、あるいは覆われていない、あからさまにされた、

覆いをとられた、聞かれたという意味です。へプライ語では、

'''emeth'' といい、信頼、信頼するに値すること、忠誠、忠実で、あ

ることを意味します。真実とは、聞かれた信頼のきずなによっ

て人間関係を律するものです。これは、対話を進めることであ

り、生命ある人生を共に生きることです。これは、人々が、情

報を与えられ、情報を求められ、そして、知性をもって決断を

下すことのできる状況のもとに、自分の属する共同体内におい

て、また、他の共同体、他の文化に属する人々との協力のもと
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1 割
、、、

世界宣教と福音委員会委員長(1967-72年)時代、同僚と

Whatthenarethetasksinexposingandexorcising

theidolatryofnationalsecurityforusaspeopleof

livingfaiths?Ourfirsttaskistofaceopenlyandhonestｭ

Iythecomplicityofreligionsinthepastandevennowin

maintainingandsanctifyingtheidolatryofnational

security.Wehavetendedtobeonthesideofthepower

elitewhilespeakingwordsofcomforttothepeopleand

evenexhortingthemtobeobedient ,passivecitizens.We
ourselveswillhavetoallowourdeepesttraditionsof

faithtosopermeateandrenewourmindsthatwemay

playamoreconstruciveroleinpromotingtruesecurity

Andwecanonlydothisthroughdialogueandcooperaｭ

tionbetw 巴en peopleofdifferentfaithswhoarecommitｭ

tedtothegoalofoneinterrelatedworldcommunityin

justiceandpeace.

Morespecifically, wearecalledtoexposethelies
whicharetoldinthenameofnationalsecurity.Allour

faithsdenouncetellingliesandproclaimthatthepathto

truehumanityistellingandlivingthetruth.Inthe

Judeo ・Christian traditiontherearetwowordsfortruth.

TheGreekwordisaletheia ,thatwhichisnothidden,not
closedorcoveredup, butratherrevealed, disclosed,
uncovered, open.TheHebrewwordis'emeth,trustand
trustworthiness, faithandfaithfulness.Truthisthat
whichshouldgovernhumanrelationswhenthereisopen

trust.Itisthewayofdialogue, thesharingoflifewith
life.Thiscanonlyhappenwhenpeoplecanparticipate

atalllevelsinthelifeoftheircommunitiesandwiththe

peopleofothercommuniti 巴s andcultures,throughbeing
informedandconsultedandbeingenabledtomake

intelligentdecisions.Itisonlywhentruthbecomesa
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に、あらゆるレベルの活動に参加することができるようになっ

て、はじめて可能となるものです。また、真実が現実のものと

なったときにのみ、すべての人が物の力から解放され、軍備の

厚い壁で互いを隔絶し合うことをやめ、互いに語り合うことが

可能となります。アフリカには、「語ることは愛することである」

という意味の言葉があります。かのユダヤ人哲学者マーチン・

ブーパーは、自身の名付けた「われわれの世界を支配する悪魔

的力、基本的な不信という悪魔的なもの」について深く思索し、

それから得られた悟りを次のように語っています。

戦争には、常にこれと相対する力が働いていた。その力は、

これまで前面に姿を現したことはほとんどなく、静かにその

役割を果たしてきたものである。この戦争に反対する力とは、

言葉、満たされた言葉、真の対話における言葉である。この

真の対話においては、人は互いに理解し合い、相互理解の状

態に到達する-。真の対話においては、それに参加する各人

は、たとえ相手と対立する立場にあるといえども、実存する

他者として相手を心して遇し、受け入れ、承認する。

また、 1959年に故アイゼンハワ一大統領の語った次のような

新鮮な言葉を思い起こすとき、心強いものを感じます。

長い目で見れば、政府よりも国民のほうが平和の推進に役

立つことをするということを私は信じたい。事実、私は、国

民がこれほどまでに平和を望んでいるのであるから、いずれ

は政府も、国民の邪魔をすることをやめ、彼らにまかせてお

くほうがいいと考えている。

これは、われわれ種々の宗教に属する塑職者たちが、あらゆ

る場所、あらゆる機会に、説教、講義、カウンセリング、証言

などを通じて広く語り伝えるべき言葉です。

なかんす、く、普遍性を信じ、人間と物との相互関係を固く信

じるわれわれとしては、人々が国家安全保障を越えた共通の安

全保障をめざすことができるような状況をつくり上げなければ

なりません。これについては、あの残忍かつ無意味な殺人によ

って非業の死を遂げられた、故オロフ・パjレメ・スウェーデン

首相も語っていたことです。パルメ氏は、自身の公的生活にお

いてこの共通の安全保障を具体的に推進し、「軍縮と安全保障問

題に関する独立委員会J (通称「パjレメ委員会J) の議長を務め

られました。パルメ氏は、世界教会協議会が1981年に聞いた「核

軍縮問題に関する公聴会」において、共通の安全保障について

次のように語っています。

国家安全保障は、国際的な非安全保障につながるような政
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realitythatwomenandmenwillgaintheirfreedom

fromthepowerofthingsandlearntospeakwitheach

otherratherthanbuildheavilyarmedbarriersagainst

eachother.ThereisanAfricansaying: “To speakisto
love".ThatwiseJewishthink 巴r ， MartinBuber, who
reflectedagreatdealonwhathecalled“ the demonic
powerwhichrulesourworld, thedemonryofbasic
mistrust ぺ expressed hisconvictionsthus:

Warhasalwayshadanadversarywhohardlyever
comesforwardassuchbutdoeshisworkinthestillness
Thisadversaryisspeech,fulfilledspeech,thespeechof
genuineconversationinwhichmenunderstandone
anotherandcometoamutualunderstanding....Ina
genuinedialogueeachofthepartners, evenwhenhe
standsinoppositiontotheother, heeds, affirms, and
confirmshisopponentasanexistingother

Itisenhearteningtorecalltherefreshingwordsof

PresidentEisenhowerin1959

Iliketobelievethatpeopleinthelongrunaregoing
todomoretopromotep巴ace thanourgovernments
Indeed,Ithinkthatpeoplewantpeacesomuchthatone
ofthesedaysgovernmentshadbettergetoutoftheir
wayandletthemhaveit

Thisiswhatwomenandmenofdifferentfaithsare

calledtopromoteintheirpreaching, teaching, counselｭ
lingandwitnessingineveryplaceandateveryopportu

mty

Aboveall, wewhobelieveinuniversalityandthe
interrelatednessofpeopleandthingsmustenablepeople

togobeyondnationalsecuritytocommonsecurity.We

owethisphrasetoth 巴 lamented OlofPalme,whowasso
brutallyandsenselesslymurderedrecently.Heheaded

anIndependentCommissiononDisarmamentandSecuｭ

rity issues, asonewhoembodiedthepromotionof
commonsecurityinhisownpubliclife.Hedescribed

commonsecurityatapublicHearingontheChallenge

of Nuclear Disarmament, organisedbytheWorld
CounicilofChurchesin1981, asfollows

Nationalsecuritycannotbeachievedbypolicies
thatleadtointernationalinsecurity.Foriftheworldas
wholeis insecure, theindividualnationscannotbe
secure 目 Security isacommonresponsibility:onenation'
ssecuritycannotbeachievedattheexpenseofother
nations.Itmustbeachievedtogether,withtheprospecｭ
tiveadversary-notagainsthim.Securitymustbe
soughtincooperation-regionallyandglobally 一instead
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策をもってしては実現することはできません。なぜならば、

世界全体が安全でない限り、一国の安全もあり得ないからで

す。安全保障は共通の責務です。一国の安全保障は、他の国

を犠牲にしては達成されません。安全保障とは、仮想敵国に

対するものではなく、仮想敵国をも含めて共同で達成される

べきものです。安全保障は、対抗意識や軍事的優位性を追い

求める形ではなく、地域的、全地球的な協力のもとに追求さ

れるべきものです。核時代にあっては、これは絶対不可欠の

用件であります。

このことは、 1983年の世界教会協議会第 6 回総会の声明にも

次のような形で表明されております。

共通の安全保障とは次のことを意味するものである。

a) すべての国および国民の正当な権利を尊重すること。

b) 聞かれたコミュニケーションを通じて異文化問、諸宗教

問、各イデオロギー聞の相互理解と正しい認識を促進し、

不信と恐怖を広める宣伝を排し、信頼確立の手段をおし進

めること。

c) 科学、技術、経済、文化面における広範な国際協力。

d) すべての経済体制を、軍事生産から非軍事生産へと転換

させること。

e) 国連機構その他同種の目的を有する国際団体・機関を活

用し強化すること。

f)適切な国際法体制を推進し、国際紛争の裁断と裁決事項

の実行手段を整えること。

g) 国際紛争の平和的解決のために、より効果的な機関を設

けること。

1982年の世界軍縮会議では、平和とは分割不能のものである、

と宣言されております。事実、平和は生命と同様分割不能のも

のです。信仰を持つわれわれは、世界全体の生命が、あらゆる

次元において、一つに統合されて完全な全体となるべきである

と信じております。今日、われわれは、かつてない人間性の危

機の時代に生きております。これは、ここ北東アジアに限った

ことではありません。しかし、危機とは、漢字で表せば危険と

機会を意味します。われわれのなすべきことは、人々が、恐れ

ることなく危険を察知し、それを理解し、かつ、正義と平和の

もとに相互尊重、信頼、分かち合いを推し進める機会に勇気を

もって取り組むことができるようにすることです。いまこそ、

われわれが、信仰と希望と愛をもって、協力してこの仕事に取

り組むべきときです。
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ofinrivalryandsearchformilitarysuperiority.These
areimperativesofthenuclearage

ThiswasspeltoutbytheSixthAssemblyofthe

WorldCouncilofChurchesin1983inthestatement

Commonsecurityimplies:
a)respectforthelegitimaterightsofallnationsand
peoples;

b)promotingmutualunderstandingandappreciation
amongcultures, religionsand ideologies, through
opencommunication, rejectingpropagandaofmisｷ
trustandfear, andpromotingconfidence-building
πleasures;

c)broadinternationalcooperationinscienceandtechｭ
nology ,economyandculture;
d)conversionofalleconomi 巴sfrommilitarytocivilian
production;
e)usingandstrengtheningtheUNOandotherinternaｭ
tionalinstitutionswithsimilarobjectives;
f)promotingadequateinternationallegislationand
providingm巴ans foradjudicationofinternational
disputesandforimplementationofdecisions;
g)makingthemachineryforpeacefulsettlementof
internationalconflictsmoreeffective

AttheWorldConferenceonDisarmamentin1982it

wasdeclaredthatpeaceisindivisible.Indeed,peacelike
lifeisindivisible.Wewhoarewomenandmenoffaith

believethatallthedimensionsoflifeinthewholeof

creationneedtobebroughtintoanintegratedwhole

Wearelivingtodayinatimeofunprecedentedcrisisfor

humanity ,notleasthereinNorthEastAsia.Butcrisis,
astheChinesecharactersindicate, isbothdangerand
opportunity.Ourtaskistoenablepeoplefearlesslyto

perceiveandcomprehendthedangerandalsotoseize

boldlytheopportunitiesforpromotingmutualrespect,
trustandsharinginjusticeandpeace.Thisisone

occasionwhenwetogethercommitourselvestothis

taskinfaith , hopeandlove
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